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1. 序　　　論

クラスファイルは LATEX 2ε用です．
クラスファイルは決して完璧なものではありません．精密工

学会の定める原稿作成要領を参照の上，適宜手動で調整を加え
てください．特に行間等の設定で不都合が出る可能性があり
ます．
著者所属は，\footnotetext{}を駆使して，手動で設定

する必要があります．
\section{}では，適宜全角スペースなどを利用して，原稿

作成要領の定めるフォーマットに合うよう調整してください．
最終ページに余白が出る場合は，本文を２段均等に分け

る必要があります．\dummyspace{} というマクロを用意
しましたので，最終ページの第１段の上方の適当な位置に，
\dummyspace{50mm}など，適当なスペースを挿入すること
で２段の高さが揃うようにしてください．
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（図の代わり）

Fig.1 Plug-in of a New Robot
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2. 動的オブジェクトとメタ操作

2.1 構造融合
2.1.1 定義
数式はちゃんと書けますか？

y = sin x (1)

z = cos y (2)

図が入るかどうか (Fig. 1).
本文中の図や表の番号は、初出のみ太字（ゴシック）とする

ために\bfを用い、それ以降は明朝（通常）とします。
2回目の登場では、太字にしない (Fig. 1).

3. 長い長い長い長い長い長い長い長い長い長い長い長い
　　長い長いセクション名　　　　　　　　　　　　　　

１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．



８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．

Table1 A sample table

No. V [mm2] l[mm]

1 0.156 0.25
2 0.156 0.25

３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
１行数をテストします．
２行数をテストします．
３行数をテストします．
４行数をテストします．
５行数をテストします．
６行数をテストします．
７行数をテストします．
８行数をテストします．
９行数をテストします．
０行数をテストします．
表も書けます（Table 1）．表番号も本文中では初出のみ\bf

で太字にします。
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※このあたりに \dummyspace{}が挿入してあります．

4. 結　　　論

精密工学会誌用のクラスファイルを作成した．
しかし，現時点ではまだまだ完成度が低い．特に，

1. 最後のページの二段組を同じ高さに合わせるのが自動で

はできないこと．
2. section 見出しの体裁を手動で合わせなければならない
こと．

が問題である．前者の問題については，multicol.styを使用する
などの方法も考えられるが，それによる副作用も存在するため
ここでは見送った．後者については，２行にわたる見出しや字
数の少ない見出しを自動的に適切にレイアウトできるのが望ま
しい．今後の展望としては，より機能的に充実したクラスファ
イルの出現が期待される．
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